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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
1.  取 り 組 み の 概 要  

在 外教 育 施 設 内の 部 活 動 文化 は 、 日 本人 子 女 の アイ デ ン テ ィテ ィ 形 成 に重 要 な 役 割を 果 た し て

い る。 一 方 、 教員 数 の 制 限か ら 、 特 にス ポ ー ツ 部活 動 で は 専門 的 指 導 者の 不 足 と いう 課 題 に 直面

し てい る 。 日 本の 部 活 動 は、 技 能 習 得の み な ら ず社 会 性 や 内発 的 動 機 付け を 育 む 教育 実 践 に 位置

づ けら れ る が 、専 門 的 指 導に 悩 む 指 導者 や 、 専 門的 指 導 を 欲す る 生 徒 は少 な く な い。  

本 研究 は 、 以 上の 専 門 的 指導 者 が 不 足す る 課 題 を解 決 す る ため 、 ICT 機 器を 活 用 し た遠 隔 部 活

動 の実 証 研 究 を実 施 し た 。具 体 的 に は、 日 本 国 内の 専 門 的 指導 者 （ 大 学教 員 お よ び学 生 ） と ベト

ナ ム社 会 主 義 共和 国 の 「 A 日 本 人学 校 」 中 学部 陸 上競 技 部 （ 18 名 ） を オ ンラ イ ン で 結び 、 短 距 離

走 （ 50m 走） の 指 導 を実 施 する こ と を 計画 し た 。 また 、 ICT を 用 い た運 動 学習 支 援 の デザ イ ン

が 、在 外 教 育 施設 と い う 特殊 な 環 境 下で ど の よ うに 受 容 さ れ、 生 徒 に どの よ う な 変容 を も た らす

か を明 ら か に する こ と に 本研 究 は 焦 点を あ て た 。  

 

2.  方 法  

 2025 年 5 月 か ら 10 月 の 期間 、 全 17 回の 遠 隔 指 導を 計 画 し た。  

 

①  指 導 体 制 と 環 境 構 築 ： 日 本側 の 指 導 者は 、 陸 上 競技 の 競 技 経験 を 持 つ 大学 教 員 と 学生 が 担 当

す る。 A 日本 人 学 校 と日 本 側に 、 ICT 機 器 （ スマ ー トフ ォ ン と モバ イ ル モ ニタ ー 等 ） を活 用

し た遠 隔 環 境 に加 え 、 AI 搭 載 型 自動 追 尾 カ メラ に よる 視 覚 補 助と 、 騒 音 下で も 明 瞭 なス ピ ー

カ ーフ ォ ン に よる 聴 覚 情 報を 統 合 し たシ ス テ ム をそ れ ぞ れ 構築 す る 。  

 

②学 習 支 援 の デ ザ イ ン ： 指導 は 「 姿 勢（ 体 幹 の 安定 ）」「 四 肢の 協 調 （ 腕振 り と 脚 の同 期 ）」「 加

速 局面 の 歩 数 」 の 3 点 に 焦点 を 当 て た。  

 

②  デ ー タ 収 集 ： 単 一 群 事 前 事後 テ ス ト デザ イ ン を 採用 し 、 50m 走 の タイ ム （事 前 ・ 事 後） の ほ

か 、ア ン ケ ー ト調 査 に よ り心 理 的 変 容（ 自 信 ・ 楽し さ ） や 学習 成 果 、 日本 型 部 活 動文 化 の 受

容 につ い て 調 査し た 。  

 

3.  成 果  

全 17 回 の セ ッ ショ ン は 計 画通 り 完 遂 され 、 以 下 の 3 点 に お いて 顕 著 な 成果 が 得 ら れた 。  

 

①  パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 ： 事前 ・ 事 後 テス ト の 両 方に 参 加 し た生 徒 全 員 のタ イ ム が 向上 し 、 平

均 で 0.61 秒 の 短縮 （ 8.47 秒 か ら 7.86 秒 ） が確 認 され た 。 統 計的 に 有 意 な差 （ p < 0.001）

が 認め ら れ 、 効果 サ イ ズ （ d = 1.17）も 「 大 き な効 果 サ イ ズ」 に 該 当 し、 遠 隔 指 導が 身 体 運

動 の改 善 に 極 めて 有 効 で ある こ と が 実証 さ れ た 。  

 

②  学 習 者 の 心 理 的 ・ 認 知 的 変 容 ： ア ン ケー ト の 結 果、 76.9%の 生徒 が 自 信 の向 上 を 、 92.3%が 楽

し さの 増 加 が 報告 さ れ た 。全 て の 生 徒が 「 意 識 すべ き ポ イ ント が 明 確 にな っ た 」 と回 答 し 、

更 には 言 語 的 イメ ー ジ を 自己 の 身 体 感覚 と 結 び つけ て 内 面 化す る プ ロ セス が 確 認 され た 。 ま

た 、 ICT 機器 を 介 し た指 導 が、 生 徒 の 「身 体 の 気 づき 」 を 促 し、 主 観 的 な運 動 制 御 に影 響 を

与 えた こ と が 考察 さ れ る 。  

 

③  日 本 型 部 活 動 文 化 の 越 境 的 受 容 ： 92.3%の生 徒 が 本取 り 組 み を肯 定 的 に 評価 し 、「 ベ トナ ム で

も 日本 の 部 活 動に 似 た 経 験が で き た 」と の 回 答 が得 ら れ た 。専 門 的 指 導へ の ア ク セス が 可 能

に なっ た こ と で、 地 理 的 境界 を 越 え て日 本 の 教 育文 化 の 本 質を 継 承 ・ 受容 で き る 可能 性 が 示

さ れた 。  

 

4.  結 論 と 今 後 の 展 望  

本 研究 は 、 ICT 機 器 を媒 介 とし た 学 習 支援 デ ザ イ ンが 、 在 外 教育 施 設 に おけ る ス ポ ーツ 部 活 動

の 専門 的 指 導 者不 足 の 課 題を 解 決 す る有 効 な 手 段と な り う るこ と を 明 らか に し た 。今 後 は 、 より



大 規模 な 対 象 での 検 証 や 、他 競 技 へ の展 開 、 さ らに は 専 門 領域 と 協 働 した 学 習 支 援モ デ ル の 精緻

化 が課 題 と な る。  

【研究成果発表方法】 
以 上の 成 果 を 日本 コ ー チ ング 学 会 「 コー チ ン グ 学研 究 」 等 へ投 稿 す る こと を 予 定 して い る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


